
よりよい学校生活のために ～役割や進め方

ＩＣＴ授業実践 5年生 国語 一斉学習・協働学習・個別学習 教師説明・児童生徒実践・同時進行・発表・自主学習

【備　考】

　　

【キーワード】　ロイロノート・スクール、シンキングツール　

・役わりや進め方を決め、グループで話し合いを行う

活動のなかで、ロイロノート・スクールを活用しました。

・【司会】：問いかけ、進行、まとめ

・【記録係】：表などシンキングツール

・各グループで机を移動します。机のサイズが大きく

なったため、落下の不安なく安心してタブレット、教科

書、ノートを配置できるようになりました。

・記録係は、ノートにまとめたり、ロイロノート内のカード、またはシンキングツールを

用いて整理をしていきます。

※ロイロノート・スクール

　「シンキングツールを学ぶ」より

・シンキングツールは、整理の方法や話し合い

の内容に合わせて、記録係が自由にツールを

選択します。

・この場面では、

　クラゲチャート、Yチャート、くまでチャート

の活用が多く見られました。

・ノートに記録した児

童は、手書きのノート

をカメラで撮影し、

ロイロノートの提出箱

に提出します。


